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の生活教育 Education for Symbiotic Life in Ecological Environment?自立的生活主体としての市民性形成教

















































常、1995 年）、東海原発 (制御棒駆動用ロープ切断・炉内侵入で停止、1995 年、東海村：黒鉛減速炭
酸ガス冷却型原子炉、2001 年廃止解体作業開始 )、高速増殖原形炉もんじゅ (二次冷却系配管破断大
量金属ナトリウム漏洩・火災、1995 年以後停止中 )、東海再処理施設 (低レベル核廃棄物、固化施設
爆発、放射性廃棄物飛散、1997 年 3 月 )、敦賀原子力 1 号機 (制御棒 1 本の作動不良－亀裂・膨張－、
1997 年 10 月 )、福島第２原発１号炉 (制御棒１本作動不良?膨張・亀裂－、1997 年 12 月 )、志賀原
発 1 号炉（検査中制御棒３本脱落、臨界事故、1999 年 6 月。2007 年まで隠蔽）、敦賀原発 2 号炉（再
生熱交換器故障：大量水漏れ、原子炉手動停止、1999 年 7 月）、東海村・JCO（ウラン溶液均一化工程、
臨界事故、放射性物質村内飛散、作業員 2 名被爆死亡、1999 年 9 月）、浜岡原発１号炉（余熱除去系
配管爆発、手動停止、2001 年）、美浜原発 3 号炉（復水管破断、熱蒸気大量噴出、5 名死亡、6 名重症、
2004 年 )。柏崎刈羽原発Ⅰ～ 7 号機（中越沖地震災害による施設、地盤、計器、各種システムの損傷・
破壊で停止、2007 年）など限りがない。今後も多地域で続くことが予想される。
　また、1981 年～ 2007 年までの原発事故件数は、原子炉の運転中の事故による自動停止・手動停止、
および停止中の各種機器・装置の損傷等の事故、その他の事故を各年毎に合計すると 499 件で、1981











　ラスムッセン報告に対する批判は当時から各方面で行われてきた。1979 年 3 月のスリーマイル島原
発の事故は、この論とデーター、安全神話の誤謬をも崩壊させた。日本でも、日本科学者会議他『原
発の安全性への疑問―ラスムッセン報告批判』7) が出されている。
　ラスムッセン報告は、1955 年の「ブルックヘブン報告 Brookhaven Report」を大きく後退させたもの
であった。ブルックヘブン・チームは報告書「大規模原発における大事故の理論的可能性と結果」で、
人口 100 万人の都市から 50 ｋｍの地点立地の 10 ～ 20 万 kw の原発が想定されており、放出される放
射能の大事故の確率は１基あたり 10 万年～ 10 億年に１回、最悪の場合は死者 3400 人、障害を受け











































　東北電力の女川原発は宮城県牡鹿郡女川町および石巻市にまたがってあるが、2005 年 8 月 16 日に
宮城県沖を震源とする宮城県沖地震に襲われ、設計で想定する最強地震を超える揺れの強さ（加速度）
を記録して運転中の原発 1 ～ 3 号全機がすべて緊急自動停止した。宮城県沖地震は凡そ 30 ～ 40 年
周期で M7.5 前後の強さで繰り返し発生する。宮城県沖地震は太平洋プレートと北アメリカプレート
との境界で発生するもので、非常に頻繁であり、強度も強い。2005 年の地震は想定を大きく上回り、




?2007 年 7 月 16 日、新潟県を中心とする中越沖地震が発生した。その際、海岸線にある（柏崎市と
刈羽郡刈羽村にまたがってある）東京電力・柏崎刈羽原子力発電所は、1 号機から 7 号機まで全機こ
の地震に襲われ運転が停止した。原子炉建屋と多種の機器が、破壊あるいは重大な損傷を受けたため
である。原子力発電所関連の地震による災害は世界でも初めての事例である。地震振動は設計時の
想定を大幅に上回るものであった。規模はたまたま M6.8 で、2004 年の中越地震の M6 以上、震度 5
弱以上であった。これが M7 以上の大震度であったとしたら予想外の災害が起きていたに違いない。










くに大きな活断層が走っている。この地帯は、地震史研究によって 100 ～ 150 年前後に一度の周期で
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地震が発生していることが明らかにされている（内閣府・中央防災会議：東南海・南海地震に関する
専門調査会「東南海・南海地震被害想定」2003 年 9 月など）。国土交通省も、「東南海・南海地震は








　しかし、中部電力はさらに 2008 年 12 月、浜岡原子力発電所 1、2 号機の運転終了と 6 号機の建設(140



















　石油資源限界が 40 年、ウランが 70 年、しかもウランの 0.7％だけが原発燃料に使え、後の 99.3％
は捨てざるを得ない。たとえ、それをリサイクルと称して高速増殖させプルトニウム Pu を人工的に








　通常、軽水炉では U235 と U 238 を混合したウラン燃料を核分裂させることで熱エネルギーを生み
出す。ウラン 238 が中性子を吸収することにより Pu239 が生成され、その Pu 239 自体も核分裂する。
その結果、発電量全体に占めるプルトニウムによる発電量は平均約 30% となる ( プルサーマル発電
を行わない場合も運転中の軽水炉の中には Pu が存在し U 同様に発電に利用されている）。プルサー
マル発電では MOX 燃料（U 238 と Pu の混合酸化物 Mixed Oxide) を燃料として使用する。プルサー
マルで使われる MOX 燃料は Pu の含有量が 4 ～ 9% であり、発電量全体に占める Pu による発電量は






























　中止・廃止の例は例えば、アメリカでは、クレメンタイン Clementine( 実験炉、1952 年閉鎖 )、
EBR Ⅰ (実験炉、世界初の原子力発電、1963 年閉鎖）、Lampre( 実験炉、1965 年閉鎖 )、EBR Ⅱ (実
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験炉、1994 年閉鎖）、E.Fermi( 実験炉、1966 年炉心溶融事故、72 年閉鎖）、SEFOR( 実験炉、1972 年
閉鎖 )、FFTF ( 高速増殖炉用燃料照射炉、1993 年閉鎖）、CRBR( 原型炉、1982 年着工、83 年計画中止 )、
SAFR( 原型炉、計画中止 )、PRISM( 原型炉、1994 年計画中止 )。ランスでは、ラプソディ (実験炉、
1983 年閉鎖）、フェニックス（原型炉、2009 年停止予定）、スーパーフェニックⅠ（実証炉、98 年 2
月閉鎖決定）、スーパーフェニックⅡ（計画中止）。イギリスでも、DFR（実験炉、1977 年閉鎖、原
型炉、1994 年閉鎖）、CDFR( 商業実証炉、計画中止）。ドイツでは、高速増殖炉ＫＮＫ - １より改造
の KNK-2（実験炉 1991 年閉鎖）、SNR-300 （原形炉 1991 年建設途中中止）、SNR-2（実証炉、計画中止 )
などがある。
注：日本の「もんじゅ」は?原子炉で発生する熱を冷却材であるナトリウムに伝え (1 次冷却系 )?
その熱を中間熱交換器を介して別の系統を流れるナトリウム (2 次冷却系 )に伝え?さらに?その
熱を蒸気発生器で水に伝え?発生する蒸気でタービンを回し発電するという仕組みになっている。
　もんじゅは?1994 年 4 月に初臨界を達成し?1995 年 8 月には初めての送電に成功した。その後?
性能試験を続けていたが?1995 年 12 月 8 日?ナトリウムが原子炉補助建屋内に漏えいし?火災が発
生した。漏えいは 3 時間以上にわたり?総量で約 0.7 ｔのナトリウムが漏洩した。
　原発が生み出すのは電気のほかは死の灰、つまり核廃棄物のみである。これを半減期が過ぎるまで
保管管理しなければならない。廃棄物であるウラン 235、プルトニウム 239 の場合は、約 2 万 4000 年、
プルトニウムとその化合物は人体にとって非常に有害である。プルトニウムはアルファ線を放出する
ため、発癌性が強い。プルトニウム 239 や 240 とそれらの放射壊変物の飛沫の吸引は WHO の下部機
関 IARC より発癌性があると勧告されている。同位体 239Pu は、核分裂の起きやすさと合成の容易さ
のため、現代の核兵器における主要な核分裂性物質である。Pu239 がアルファ崩壊すると U235（ウ




























?MOX 燃料は、日本では六ヶ所再処理工場で製造される予定である。この施設は 2008 年から本格
稼働開始の予定であったが、トラブルの後も国民の反対をおしきってアクティブ稼働テスト中である。
この施設が MOX 燃料の製造を開始するまでは、日本は MOX 燃料を他国に製造委託し、輸入しなく
てはならない。14）
　佐賀県玄海町の九州電力・玄海原発もプルサーマルのために、MOX 燃料を国民・住民の反対を押し切り
危険性を顧みず搬入し、2009 年 11月に世論批判の中、 3号機に装填、始動させた。四国電力・愛媛県・伊




















21％、石油等 22％、LNG22％、石炭 18％、水力 16％、電源別発電電力量構成比（2005 年）で、原

















的に主張している。「原発は CO2 排出が少ない」というが、 燃料廃棄物および放射線を浴びた物質の廃
































1）望月一枝｢家庭科をシチズンシップ教育に｣（『生活経営研究』No23 、2003 年、pp.61～ 66）、
　　宮本みち子「生活主体の形成とシチズンシップ」（同『生活経営研究』No23、pp.67~71）。
2）「小水力発電」（マイクロ水力発電 Micro-hydro power generation）とは、斜面のある小河川水路に設置










5）「ラスムッセン報告」（「事故は 10 億年に１回」説）。1974 年にアメリカの N.C.ラスムッセンらの「原子炉
安全性研究」は、「確率論的安全評価という手法」によって行われ原子力を推進する立場が有利な安全
性評価を導いた（『ラスムッセン報告書』Rasmussen　report.1975 年）。その要点は「大規模事故の確率










8） プレ トー･テクトニクス研究書には、例えば、河野長『地球科学入門－プレ トー･テクトニクス－』（岩波書店、












13） フェニックス (Phénix)とは、フランスの高速増殖炉のことである。実物大プロトタイプ炉のスーパ フーェ
ニックスも閉鎖され、2021年までに遠隔解体操作技術により原子炉本体を解体される予定である。
14）中部電力は、浜岡原発 4 号機（静岡県御前崎市）で 2010 年から実施予定のプルサーマル計画で使用
するMOX 燃料（プルトニウムとウランの混合酸化物燃料）を、2009 年 3月6日臨界事故の危険を押し
てフランスから「狂気の海上輸送」によって輸入し、さらに御前崎港から車で同発電所に「浜岡原発の
危険から住民を守る会」等の「大危険」「中止せよ」の警告を無視して 2009 年 5月18日に強引に搬入
された。
15）電気事業連合会「でんきの情報広場」HP。九州電力 HP。
16）例えば、NHK スペシャル「原発解体～世界の現場は警告する」（2009 年 10月21日）では、イギリス等
の各国で原発解体・放射性廃棄物・汚染物処理の困難さ、膨大経費がかることをドキュメントで知らせ
ていた。「クリーンな原発」「5 重の壁」の主張がいかに空しいかを知らせていた。
17）日本原燃の再処理事業指定の取消を求める全国の市民 60 団体作「六ヶ所再処理工場における 5 つもの
極めて重大な保安規定違反に関する原子力安全・保安院への要望書」（原子炉等規制法に基づき日本
原燃への再処理事業指定の取り消し請求、2009 年 4月14日）。
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